


放射線とは



何を写したものでしょう？

放射線とは？

植物の「スイセン」から出ている放射線を写したもの
（色の明るい部分ほど、放射線がたくさん出ている）



放射線は、植物や岩石などからも出ている



・ すべての物は、原子からできている。
・ 原子には、いろいろな種類がある。



原子番号が大きいほど、重い原子となる。また電子の数も多い。



原子はもっと小さい粒からできている

原子1個を拡大

物質 真ん中に２種類の粒
がつまっている（原子核）

まわりにも電子という
小さな粒がある

＋



放射線を出す原子の例

Ｈ Ｈ Ｈ+ + +

放射線

〇 同じ元素記号でも重さの異なるものがある。

〇 原子には、原子核の粒子のバランスが悪く、
エネルギーを外に出して、別の原子に変わるものがある。
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放射線を出す原子は
たくさん存在する！



βー壊変
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核異性体転移（ＩＴ）
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放射線には、いろいろな種類がある



放射線の人体への影響



私たちは自然界から放射線を常に受けている



放射線の体への影響

図：環境省資料より



放射線は、他の原子にぶつかって電子を
突き飛ばしてしまうことがある。

この作用の結果

放射線から
エネルギー
を受け取っ
た！



血球減少、脱毛など 白血病、固形がん

放射線障害の主な原因はDNAの損傷

遺伝情報が
書かれている

細胞が死んで
起こる障害

変な細胞が
増えることで
起こる障害



放射線の単位



放射線量の単位

人体が受けた放射線による影響の度合いを表す

※ ある場所の放射線の量を表すときにも使われる

どのくらい放射線
を受けたかを表す

単位



0.87 mSv＝

870 μSv

0.63 mSv＝

630 μSv





放射線と健康



発ガン

疫学的調査（原爆などの被ばく者対象）

100 mSv 以上の高線量でガンの発生率に差

低線量の影響は不明

念のため、少しでも被ばくすれば

発ガンの可能性はあると仮定

数学的モデルで、計算上の発ガン確率を算出

約５０％の人がガンに
なるが何が原因かは

分からない
この考え方は証明
されていない

変な細胞が増えることで
起こる障害
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※しきい線量：この線量を被ばくすると１％の人に影響が出る線量

修復失敗

傷が残った

この量以下では何も
障害は起こらない

細胞が死んで
起こる障害

変な細胞が
増えることで
起こる障害

少しでも放射線を受けると障害が起こる可能性
があると仮定し、その確率は受けた量が多いと

高くなると考える



放射線と健康

• 被ばく量が高くなれば、健康に対する計算上の

リスク（悪い事が起こる可能性）は高くなる。

• ただし、そのリスクは科学的に実証されてない。

• “危険”と“安全”の明確な線引きはできない。放射線をやみくもに（深く考えることもなく）

こわがるのではなく

リスクの考え方を理解することが重要！


